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燐の光陽子角度分布の得られた値に対し，直接過程の理論に基づく a+b sinヨ@なる形を当挟めて N(@)















著者はまた，白身の測定した結果を燐の附近の原子核， 12Mg24, 12Mg25 , 13Arn, 14Si 28 および 16S12 につ
いて同様な条件の下に測定された角度分布と比較して最外殻にd 状態の陽子を持つ12Mg24， 12Mg25, 13Ap7. 









以上の結果は光核反応におけるtwo stage process の理論を実験によって検証することにより光核反応の
機構解明に一つの方向を与えたことにおいて物理学に貢献するところ大であり，よって本論文は理学博士
の学位論文として価値あるものと認める。
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